
▪
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
本
市
は
、高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
網
の
整
備
や

関
西
地
域
唯一の
日
本
海
側
の
国
際
玄
関
口
で
あ
る

「
京
都
舞
鶴
港
」な
ど
、陸
・
海
の
要
所
と
い
え
る
環

境
資
源
に
も
恵
ま
れ
、大
き
く
飛
躍
す
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。若
者
が
将
来
に
夢
を
持
て
る
よ
う

に
す
る
た
め
、商
工
業
基
盤・地
域
経
済
の
安
定・活

性
化
、農
林
水
産
業
・
観
光
関
連
サ
ー
ビ
ス
に
付
加

価
値
を
付
け
る「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て

い
ま
す
。

▪
総
合
計
画
に
基
づ
い
た

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
、進
捗
状
況

京
都
舞
鶴
港
を
活
か
し
た

人
流
・
物
流
の
拡
大
と
港
湾
整
備
の
促
進

　
府
と
連
携
し
、国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル・舞
鶴
国
際

ふ
頭
と
西
港
第
2
ふ
頭
を
中
心
に
、物
流
機
能
の
強

化
や
国
際
フェ
リ
ー
の
直
行
航
路
便
の
開
設
、外
航

ク
ル
ー
ズ
客
船
の
入
港
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
ション
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、5
月
に
友
好
都
市・大
連
市（
中
国
）発

着
の
ク
ル
ー
ズ
客
船「
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ・タ
イ
シ
ャン
」の

入
港
が
実
現
し
た
ほ
か
、過
去
最
大
級
と
な
る
16
万

㌧
級
で
、4
，0
0
0
人
以
上
の
乗
客
が
乗
船
で
き

る「
オ
ベ
ー
シ
ョン・オ
ブ・ザ・シ
ー
ズ
」が
7
月
以
降

に
計
３
回
入
港
予
定
。ま
た
7
～
8
月
に
は
、お
な

じ
み
と
なっ
た
コ
ス
タ
ク
ル
ー
ズ
社
に
よ
る
日
本
海
周

遊
ク
ル
ー
ズ
が
11
回
運
航
さ
れ
る
な
ど
、日
本
海
側

の
ク
ル
ー
ズ
旅
の
発
着
港
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し

た
。

広
域
交
通
網
の
整
備
促
進

　

今
年
３
月
に
実
施
さ
れ
た
J
R
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で

は
、京
都
行
き
最
終
の
特
急
列
車
の
発
車
時
刻
を
49

分
繰
り
下
げ
、観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
スマン
が
市
内
に

長
く
滞
在
で
き
る
ダ
イ
ヤ
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
ま
た
、「
丹
後
あ
か
ま
つ
号
」な
ど
の
観
光
列
車
が

人
気
の
京
都
丹
後
鉄
道
で
は
、西
舞
鶴
駅
の
日
中
の

発
車
時
刻
を
毎
時
37
分
に
統一す
る
パ
タ
ー
ン
ダ
イ

ヤ
を
導
入
し
、身
近
で
使
い
や
す
い「
地
域
の
鉄
道
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、交
通
系
I
C
カ
ー
ド

の
導
入
の
実
現
を
目
指
し
、さ
ら
な
る
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
利
便
性
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

豊
か
で
魅
力
あ
る
地
域
資
源
を

活
か
し
た
観
光
振
興

　
東
地
区
に
あ
る
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
旧
海
軍

施
設
な
ど
の
文
化
遺
産
は
、「
日
本
遺
産
」や「
日
本
の

20
世
紀
遺
産
20
選
」に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
２
つ

の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
か
し
、赤
れ
ん
が
パ
ー
ク
を
観
光

拠
点
に
、海
軍
ゆ
か
り
の
ま
ち
と
し
て
観
光
情
報
の
発

信
や
観
光
産
業
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、西
地
区
の
田
辺
城
や
寺
社
仏
閣
な
ど
の
古
い

建
物
を
は
じ
め
と
す
る
豊
か
で
魅
力
あ
る
ま
ち
の
資

源
を
活
用
し
、ま
ち
な
か
回
遊
に
つ
な
げ
、に
ぎ
わ
い

を
創
出
す
る
こ
と
で
、さ
ら
な
る
交
流
人
口
の
増
加
と

観
光
消
費
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
振
興

　
農
林
業
で
は
、地
理
的
表
示（
Ｇ
Ｉ
）保
護
制
度
に

登
録
さ
れ
た
万
願
寺
甘
と
う
や
、か
ぶ
せ
茶
の
部
産
地

賞
５
年
連
続
1
位
に
な
っ
た
舞
鶴
の
お
茶
な
ど
地
域

ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
か
し
た
付
加
価
値
の
創
造
、生
産
者

の
思
い
や
豊
か
な
地
域
特
性
を
付
加
し
、特
産
品
や

加
工
品
を
売
り
出
す
６
次
産
業
化
を
推
進
。担
い
手

不
足
解
消
の
た
め
新
規
就
農
な
ど
担
い
手
の
育
成
、ほ

場
整
備
、農
地
集
積
、有
害
鳥
獣
対
策
な
ど
の
環
境
整

備
を
行
う
こ
と
で
地
域
農
業
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、人
工
林
の
間
伐
や
里
山
の
環
境
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
水
産
業
で
は
、「
京
都
府
海
の
民
学
舎
」と
の
連
携

や
新
規
就
業
者
の
漁
船
取
得
への
支
援
で
、担
い
手
を

育
成
す
る
と
と
も
に
、稚
貝
の
放
流
な
ど
、つ
く
り
育

て
る
漁
業
へ
の
支
援
や
漁
場
の
環
境
保
全
な
ど
の
推

進
、水
産
物
の
供
給
基
盤
と
な
る
漁
港
施
設
や
海
岸

保
全
施
設
の
整
備
、長
寿
命
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
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こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
る

～
「
活
力
」
の
視
点
か
ら  

～

シリーズ

次
期
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て
⑤

特別編

次
期
総
合
計
画
策
定
ま
で
を
、
年
間
を
通
し
て
お
伝
え

す
る
「
シ
リ
ー
ズ 

市
政
の
『
今
』
特
別
編
」。
今
回
は

現
在
の
総
合
計
画
の
中
か
ら
「
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
分
野
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
そ
の
進
捗
状
況

な
ど
を
振
り
返
り
ま
す
。

　舞鶴青年会議所は「明るい豊かな社会の
実現」を目的に今年で設立62年を迎えます。
私は平成20年に入会し、30年度からは理事
長を務めており、現在は36人の会員とともに
活動しています。
　地元の高校を卒業後は、一旦は舞鶴を離
れましたが、もともと地元舞鶴に帰ってくるつも
りでした。ただ、進学などで市外に出た人は、
市長も言われていましたが地元にある仕事を

総合計画審議会委員に聞きました

あまり知られていないように思います。そのため、舞鶴青年会議所では子ども
達の愛郷心を育てる「舞鶴かるた大会」や子ども達が地元にある会社の仕事
を体験する「わくわくワーク」といった事業を行い、活力あるまちづくり、人づくり
を行う活動を行っています。今後もさまざまな活動を通じて、地元舞鶴を活気
あふれる元気なまちにできればと考えています。
　また、総合計画審議会委員としても、活力あるまちづくりを進めていくため、
積極的に提言などを行っていきたいと考えています。

舞鶴青年会議所
  理事長　江守錬太郎　さん

クルーズ客船チャイニーズ・タイシャンで本市を

　　　万願寺甘とうの出荷選定作業 にぎわいをみせる赤れんがパーク

春のまいづる就職フェア（昨年の様子） 建設中の西舞鶴道路を見学する城北中の生徒

由良川橋りょうを走る丹後あかまつ号

整
備
新
幹
線
の
誘
致

　

昨
年
８
月
に
京
都
府
北
部
５
市
２
町
で
結
成
し
た

「
山
陰
新
幹
線
京
都
府
北
部
ル
ー
ト
誘
致・鉄
道
高
速

化
整
備
促
進
同
盟
会
」で
は
、京
都
府
北
部
地
域
が
持
つ

強
み
を
ア
ピ
ー
ル
し「
山
陰
新
幹
線
京
都
府
北
部
ル
ー
ト

の
誘
致
」と「
地
域
活
性
化
に
必
要
な
在
来
線
の
充
実・

強
化
」を
目
指
し
て
誘
致
活
動
に
取
り
組
ん
でい
ま
す
。

都
市
基
盤
を
支
え
る
道
路
網
の
整
備

　

上
安
か
ら
京
田
地
区
を
結
ぶ
国
道
27
号
西
舞
鶴
道

路
は
、西
舞
鶴
市
街
地
の
交
通
混
雑
緩
和
と
交
通
の
安

全
性
向
上
、高
速
道
路への
ア
ク
セ
ス
強
化
が
期
待
さ
れ

る
道
路
で
現
在
、用
地
買
収
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、京
都
舞
鶴
港
か
ら
の
物
流
強
化
や
観
光
ア

ク
セ
ス
の
向
上
を
目
的
と
し
た
、臨
港
道
路
上
安
久
線

の
整
備
は
、昨
年
度
か
ら
調
査・測
量
な
ど
を
実
施
。国

と
連
携
し
、事
業
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、東
西
市
街
地
を
最
短
距
離
で
結
ぶ
府
道
小
倉

西
舞
鶴
線
で
は
、渋
滞
解
消
と
交
通
の
安
全
性
向
上
の

た
め
、白
鳥
ト
ン
ネ
ル
工
区
と
倉
谷
工
区
の
4
車
線
化

を
府
と
連
携
し
、進
め
てい
る
と
こ
ろ
で
す
。

地
域
経
済
の
安
定
と
活
性
化

　
有
効
求
人
倍
率
が
好
調
に
推
移
す
る
中
で
、舞
鶴
で

働
き
た
い
人
の
支
援
強
化
と
、雇
用
人
材
の
確
保
の
た
め

「
ジョ
ブ・サ
ポ
ー
ト
ま
い
づ
る
」を
拠
点
に
、就
業
支
援

や
職
業
紹
介・相
談
、就
職
マッ
チ
ン
グ
機
能
を
充
実
さ

せ
て
い
ま
す
。加
え
て
、年
々
早
期
化
す
る
大
学
生
の
就

職
活
動
に
対
応
し
、舞
鶴
で
就
職
し
て
も
ら
う
た
め
、企

業
研
究
会・イ
ン
タ
ー
ン
シッ
プ
説
明
会・就
職
フェ
ア
を

充
実
さ
せ
、学
生
や
市
内
在
住
の
家
族
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
、地
元
就
職
につ
な
が
る
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、

若
者
の
定
住
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　訪れた大連市中日友好協会交流団

地理的表示（GI）制度に登録された
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